























































































Article Flesh Grade Fry Grade Mean SD
1 8.7 10.06 9.65 1.34
2 10.0 11.7 10.85 1.2
3 10.5 13.7 12.1 2.26
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語運用能力の養成よりも、英語教育を通して言語構造の理解を深め、言語
感覚を豊かにすることで教養を高めることを目指す教授法”である（米山、






















































「Scientists have long tried/ to prove/ that love is beneficial / for the 
health.// From our personal experience too, / we know / that close 
relationships enhance /our health and well-being.// On the other hand,/ 
when close relationships / based on affection and trust/ go wrong, / our 








 『科学者たちは長い間懸命にやってきた / 証明することを / 愛というの
は有益である / 健康にとって // 我々の個人的な経験からも / 知っている
/ 親しい関係が高める / 我々の健康や幸福を // その一方で / 親しい関係























Tamai (2005: 34) “a listening act or task in which the learners tracks the 
heard speech and repeats it as exactly as possible while listening attentively 
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図 1. 文法訳読法による初級学習者の Pre-TOEICと Post-TOEICの平均
　　 スコアおよび平均上昇スコア差（被験者数：20名）
図１が示すように、文法訳読法での初級者の TOEIC®の平均上昇スコア
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総合点で 148点、リスニングが 83点、リーディングが 65点であった。リ
スニングもリーディングも、文法訳読法と比較すると、各々約 20～ 30点
スコアが高くなっていた。
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図 3.  文法訳読法による中級学習者の Pre-TOEICと Post-TOEICの平均
　　 スコアおよびその平均上昇スコア差（被験者数：16名）
図３が示すように、文法訳読法での中級学習者の TOEIC®の平均上昇
スコアは 52点で、リスニングは 24点で、リーディングは 28点であった。
中級者の文法訳読法での、リスニングもリーディングも 20点台とスコア
の伸びは芳しくなかった。
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図 4.通訳訓練法による中級学習者の Pre-TOEICと Post-TOEICの平均
　　 スコア及び、その平均スコア差（被験者数：30名）
図４が示すように、通訳訓練法での中級者の TOEIC®の平均上昇スコ
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